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1. はじめに 

現在、溶接組立鉄筋に 3次元上に折り曲げ加工されたキ

ャップタイを用いる工法が提案、研究されている[1]。本研

究では、この溶接組立鉄筋を、基礎梁のみならず上部構

造の梁へも適用することに焦点をあて、その可能性を検

討することを目的としている。本研究では、前述[1]の溶接

組立鉄筋とキャップタイを用いた工法と、溶接組立鉄筋

の製作利便性を考慮し、全主筋をせん断補強筋に溶接

し、溶接閉鎖型とする工法の適応可能性を検討した。 

本報では、試験体および試験方法の概要と破壊性状に

ついて示す。 

2. 実験概要 

試験体の一覧を表－1 に、試験体の配筋図を図－1 に、

試験体断面図を図－2 に、試験区間の配筋図を図－3 に示

す。断面は、幅 b×せい D が 220mm×420mm、主筋は 6-

D16、肋筋は D10@200 の配筋である。試験体は、せん断

破壊性状の確認のためせん断破壊先行型とした。 

主な実験のパラメータは主筋配筋および溶接箇所、キ

ャップタイの有無および形状となっている。主筋の配筋

は、1 段目、2 段目ともに 3 本ずつであるものと、1 段目

が 4 本、2段目が 2本との 2種類である。主筋溶接による

影響を検討するため、外周主筋全てにせん断補強筋が溶

接されているものと、主筋溶接が無い試験体も作製し

た。キャップタイはタイプ II がいわゆる一筆書きのよう

な形状のものとなっており、タイプ IV は片側が 135°フ

表－1 試験体一覧 

試験体名 共通事項 

主筋 肋筋 

／ 

キャップタイ 

コンクリート 

強度 

(MPa) 
配筋 溶接箇所 

33-N 
断面 b×D (mm) 

=220×420 

せん断スパン比 1.5 

主筋 D16(SD490) 

σy = 513 MPa 

肋筋 2-D10@200(SD295)  

σy = 359 MPa 

3,3-D16 

通常 135°フック 

18.8 33-C2 4隅 タイプ II 

33-C4 4隅 タイプ IV 

33-W 外周全箇所 溶接閉鎖型 

23.5 

42-N 

4,2-D16 

なし 溶接閉鎖型 

42-C2 4隅 タイプ II 

42-C4 4隅 タイプ IV 

42-W 外周全箇所 溶接閉鎖型 

 

キャップタイタイプ 

（タイプ I、タイプ IIIは、文献[1]で使用）  

 

 

 

溶接
タイプI タイプII タイプIII タイプIV

 

 

図－1 試験体形状および配筋 

 
33-C2,C4 33-W 42-N 42-C2,C4 42-W 

図－2 試験体断面図 

  
タイプ II タイプ IV 

図－3 試験区間配筋図 
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ックとなっている形状である。 

加力方法は建研式加力で、部材角 1/400～1/15rad.の正負

交番繰返し加力を行った。 

3. 実験結果 

いずれの試験体も 1/400rad.サイクルの 1回目において正

側負側ともに曲げひび割れ、曲げせん断ひび割れが梁端

部に発生した。その後、せん断ひび割れが発生し、それ

に伴って剛性が低下した。主筋配筋が 1 段目 2 段目とも 3

本の試験体の最終サイクル終了時にかぶりコンクリート

の剥落が多く見られた。これらの試験体の破壊状況の例

を図－4 に示す。キャップタイを用いた試験体については、

加力が進むにつれキャップタイが浮き上がり、キャップ

タイ周辺のかぶりコンクリートの剥落が多く見られた。

主筋配筋が 1段目 4本 2段目 2本の試験体最終破壊状況を

図－5 に示す。キャップタイを用いた試験体では上端筋 1

段目中央の 2本の主筋（中筋）が外側に大きく孕み、それ

に伴いキャップタイの浮き上がりが見られた。2 段目主筋

と肋筋が溶接してある試験体では 2段目主筋での溶接の剥

離が見られたが、その際の荷重低下はなかった。1 段目主

筋位置での溶接部の剥離や破断、キャップタイの損傷は

みられなかった。 

各試験体のせん断力－部材角関係の包絡線の比較を図

－6 に示す。主筋が 1 段目 2 段目とも 3 本の試験体では、

最大荷重までは溶接を有する試験体の剛性、耐力が大き

く、キャップタイの種類による差異は見られない。最大

荷重以降はタイプ IIキャップタイ試験体の耐力低下が若干

大きい。主筋が 1 段目 4 本、2 段目 2 本の試験体では、最

大荷重までは、溶接の有無による試験体の剛性、耐力の

差異は混在しており、影響は明瞭ではない。溶接閉鎖型

の肋筋を用いた試験体の耐力低下がキャップタイを用い

た試験体より小さい。 

4. まとめ 

(1) 外周主筋全てにせん断補強筋が溶接されている試験体

では 2 段目主筋での溶接の剥離が見られたが、その際

の荷重低下はなかった。1 段目主筋位置での溶接部の

剥離や破断、キャップタイの損傷はみられなかった。 

(2) 最大荷重までの試験体の剛性、耐力は、主筋が 1 段目

2 段目とも 3 本の試験体では溶接を有する試験体が大

きい一方、主筋が 1 段目 4 本、2 段目 2 本の試験体で

は差異が混在し影響は明瞭ではない。溶接閉鎖型の肋

筋を用いた試験体の耐力低下はキャップタイを用いた

試験体より小さい。 

参考文献 [1] 掛川萌子ほか：溶接組立鉄筋を用いたキャ

ップタイ工法による RC 基礎梁のせん断性能、JCI 年次論

文集、38-2、pp.217-222、2016  

 
 

33-N 33-C2 

  
33-C4 33-W  

図－4 破壊状況(3-3 配筋 1/20rad.正側終了時) 

  

42-N 42-C2 

  
42-C4 42-W 

図－5 最終破壊状況（4-2 配筋） 

 

 
図－6 せん断力－部材角関係の包絡線の比較 
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